


安全上のご注安全上のご注意
■製品を安全にお使いいただくため製品を安全にお使いいただくために
●

●

●

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危害や損害

を未然に防止するためのものです。

注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが想

定される内容を「警告」・「注意」の2つに区分しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、

必ず守ってください。

取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定されるか、または 使用者が傷害を負うことが想定されるか、または *物的物的

損害の発生が想定される危害・損害の程度。損害の発生が想定される危害・損害の程度。

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害

の程度。の程度。

＜絵表示の例＞

この取扱説明書は、お使いになる方がいつでも見られるところに、必ず保管してください。

記号は、警告・注意警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

（左図の場合は一般的な警告・注意）

記号は、行為を強制強制したり指示指示したりする内容を告げるものです。

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が描か

れています。

記号は、禁止禁止の行為であることを告げるものです。

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●

●

機器本体及び付属品を廃棄するときは、地方自治体の条例または規則に従って処理してください。

詳しくは、地方自治体にお問い合わせください。

お願いお願い

●

 *物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。

注 意注 意

警 告警 告
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警告警告
次の人は、使用しないでください。次の人は、使用しないでください。身体に異常が起こる場合があります。

●医師からマッサージを禁じられている人

　（例：血栓［そく（塞）栓］症、重度の動脈りゅう（瘤）、急性静脈りゅう（瘤）、

各種皮膚炎および皮膚感染病（皮下組織の炎症を含む）など）

次の人は、使用前に医師に相談してください。次の人は、使用前に医師に相談してください。
●ペースメーカーなどの電磁障害の影響を受けやすい体内植込み型医用電気機器を使用している人

●悪性しゅよう（腫瘍）のある人

●心臓に障害のある人

●妊娠中の人または、出産直後の人

●糖尿病などによる高度な末梢循環障害による知覚障害のある人

●皮膚に創傷のある人　

●安静を必要とする人

●体温３８℃以上（有熱期）の人

（例：急性炎症症状［けん（倦）怠感、悪寒、血圧変動など］の強い時期。衰弱している時。）

●骨粗しょう（鬆）症の人、せきつい（脊椎）の骨折、急性［とう（疼）痛性］疾患の人

●背骨（脊椎）に異常のある人または、背骨が左右に曲がっている人

●捻挫、肉離れなど炎症性の人

●椎間板ヘルニア症の人

●その他、身体に特に異常を感じているときや、医療機関で治療中の人その他、身体に特に異常を感じているときや、医療機関で治療中の人

首周辺をマッサージをするときは、もみ玉の動きに注意する。また、首の前方や過度に首周辺をマッサージをするときは、もみ玉の動きに注意する。また、首の前方や過度に

強いマッサージをしない。強いマッサージをしない。事故やけがのおそれがあります。

使用中、身体の痛みやしびれ、めまい、動悸などの異常を感じたときは、直ちに使用を使用中、身体の痛みやしびれ、めまい、動悸などの異常を感じたときは、直ちに使用を

中止する。中止する。

リクライニングをするときは、必ず周囲に人やペットがいないことを確認する。リクライニングをするときは、必ず周囲に人やペットがいないことを確認する。

事故やけがのおそれがあります。

リクライニングをするときは、背もたれ部と座部・リクライニングをするときは、背もたれ部と座部・ひじひじ掛け部との間に手や腕・足・頭部との間に手や腕・足・頭

をはさまないようにする。をはさまないようにする。けがのおそれがあります。

動かなくなったり異常がある場合はすぐに電源プラグを抜いて、ご購入先に点検・修理動かなくなったり異常がある場合はすぐに電源プラグを抜いて、ご購入先に点検・修理

を依頼する。を依頼する。感電や漏電、ショートなどによる火災のおそれがあります。

使用前には、必ずマッサージ機構部の張地が破れていないか確認する。また、その他の使用前には、必ずマッサージ機構部の張地が破れていないか確認する。また、その他の

部分にも破れがないか確認する。部分にも破れがないか確認する。

（どんなに小さな破れでも、直ちに使用を中止し電源プラグを抜き、修理を依頼してください。）

感電や漏電、ショートなどによる火災のおそれがあります。
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交流100V以外は使用しない。交流100V以外は使用しない。火災や感電の原因になります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しない。電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しない。

感電、ショート、発火の原因になります。

電源コードを傷めない。電源コードを傷めない。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、

ねじったり、束ねたりしない。また、重いものを載せたり、特に移動中ははさみ込んねじったり、束ねたりしない。また、重いものを載せたり、特に移動中ははさみ込ん

だりしない。だりしない。電源コードが破損し、火災や感電の原因になります。





つづくつづく

注意注意
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本器を使用しながら他の治療器を同時に使用しない。本器を使用しながら他の治療器を同時に使用しない。

使用中は眠らない。使用中は眠らない。無意識での使用は、体調不良やけがのおそれがあります。

マッサージの目的以外には使用しない。マッサージの目的以外には使用しない。故障や事故の原因になります。

布団の中や、毛布をかぶせて使用しない。布団の中や、毛布をかぶせて使用しない。

発火やモーターの温度上昇の原因になります。

電源プラグは確実に最後まで差し込み、ピンやゴミを付着させない。電源プラグは確実に最後まで差し込み、ピンやゴミを付着させない。

感電やショート、発火の原因になります

マッサージ動作中に電源プラグを抜いたり、電源スイッチを「OFF」にしない。マッサージ動作中に電源プラグを抜いたり、電源スイッチを「OFF」にしない。

感電やけがのおそれがあります。

ストーブなど火気の近くで使用したり、たばこを吸いながら使用しない。ストーブなど火気の近くで使用したり、たばこを吸いながら使用しない。

またホットカーペット等の暖房器具の上で使わない。またホットカーペット等の暖房器具の上で使わない。

火災の原因になります。

生地を無理に引っ張ったり、刃物やとがった物で突き刺したりしない。生地を無理に引っ張ったり、刃物やとがった物で突き刺したりしない。

故障やけがのおそれがあります。

ベンジン・シンナー・アルコールなどでふいたり、殺虫剤をかけない。ベンジン・シンナー・アルコールなどでふいたり、殺虫剤をかけない。

感電や引火の原因になります。

木床や畳など傷つきやすい床面で、引きずっての移動をしない。木床や畳など傷つきやすい床面で、引きずっての移動をしない。

床面に傷がつきます。

本器を倒したり、強い衝撃を与えない。本器を倒したり、強い衝撃を与えない。故障やけがのおそれがあります。

食後すぐに使用しない。食後すぐに使用しない。気分が悪くなることがあります。

飲酒後の使用はしない。飲酒後の使用はしない。事故やけがのおそれがあります。

布カバーが破れた状態では使用しない布カバーが破れた状態では使用しない。けがの原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに先端の電源プラグを持って引き抜く。電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに先端の電源プラグを持って引き抜く。

感電やショートによる発火のおそれがあります。

停電のときは直ちに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜く。停電のときは直ちに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜く。

再通電されたとき事故の原因になります

使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く。使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く。

ホコリや湿気で絶縁劣化になり、漏電火災の原因になります。

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜く。また、ぬれた手で抜き差ししない。お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜く。また、ぬれた手で抜き差ししない。

感電やけがをすることがあります。

脚に装飾品をつけて使用しない。に装飾品をつけて使用しない。

脚を本体部に入れたまま立ち上がらない。を本体部に入れたまま立ち上がらない。

本器が動作中に本器が動作中に脚を入れたり、抜いたりしない。を入れたり、抜いたりしない。



アースを確実に取り付ける。アースを確実に取り付ける。

故障や漏電のときに感電するおそれがあります。また、アースの取付けはご購入先にご相談

ください。

操作スイッチ、タイマーなどが正常に動作することを確認する。操作スイッチ、タイマーなどが正常に動作することを確認する。

事故やけがのおそれがあります。

しばらく使用しなかった場合、もう一度取扱説明書をよく読み、機器が正常に動作するしばらく使用しなかった場合、もう一度取扱説明書をよく読み、機器が正常に動作する

ことを確認してから使用する。ことを確認してから使用する。事故やけがのおそれがあります。

使用しても効果が現れない場合、医師または、専門家に相談する。使用しても効果が現れない場合、医師または、専門家に相談する。

リモコンコードに足を引っ掛けないように気をつける。リモコンコードに足を引っ掛けないように気をつける。けがのおそれがあります。

もみ玉の位置を確認してから、ゆっくり座る。もみ玉の位置を確認してから、ゆっくり座る。事故やけがのおそれがあります。

本体移動後は静かに設置する。本体移動後は静かに設置する。傷の原因になります。

注意注意
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手、ひじ、ひざ、頭部、腹部には使用しない。また、もみ玉部に手や足をはさまない。手、ひじ、ひざ、頭部、腹部には使用しない。また、もみ玉部に手や足をはさまない。

体調不良やけがのおそれがあります。

椅子の下側に手や頭などを入れない。椅子の下側に手や頭などを入れない。

事故やけがのおそれがあります。

頭部に髪飾りなどの固いものをつけて使用しない。頭部に髪飾りなどの固いものをつけて使用しない。けがのおそれがあります。

本器に２人以上乗らない。本器に２人以上乗らない。故障やけがのおそれがあります。

素肌で使用しない。素肌で使用しない。素肌への直接のマッサージは皮膚を傷めることがあります。

人や物を乗せて移動しない。人や物を乗せて移動しない。故障やけがのおそれがあります。

持ち運ぶときは、本体の指定された箇所を両手で持って運ぶ。また、角度調節レバーは持ち運ぶときは、本体の指定された箇所を両手で持って運ぶ。また、角度調節レバーは

必ずロックする。必ずロックする。守らないと落下により、故障やけがのおそれがあります。

安全上のご注安全上のご注意



各部のなまえ各部のなまえとはたらきとはたらき

本　　　本　　　体

■各部のなまえ各部のなまえとはたらきとはたらき

リモコンリモコン

電源ランプ

アース端子ネジ
電源スイッチ

停止ボタン

もみボタン

ゆらぎボタン

ほぐしボタン

リフレッシュボタン

やすらぎボタン

終了ボタン

上下調節ボタン

ひじ掛け

座クッション

インナーパッド

キャスター

電源コード

電源プラグ

リモコンコード

リモコン

背もたれ

布カバー

もみ玉

たたきボタン

背すじ伸ばし全身ボタン

背すじ伸ばし部分ボタン
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自動コースボタン自動コースボタン

おこのみ選択ボタンおこのみ選択ボタン

インナーパッド
 ● マッサージの強弱の
　調整ができます。

チャイルドロック
 ● 電源スイッチを「OFF」
　に固定します。

ストッパー
 ● ストッパーを引くと、
　背を折りたたむことが
　できます。

リクライニングレバー
 ● 背もたれの角度を調節
　できます。

 ● 3種類の「自動コース」の中から
　お好みのコースを選択できます。

 ● 動作中のコースランプが
　点灯します。

 ● ５種類の「おこのみ選択」
　の中からおこのみの動作を
　選択できます。

マッサージチェアマッサージチェア







50cm以上

30cm

設置できない場所設置できない場所

● 本体の周囲にすきまをあけてください。

● 背もたれの後に50cm以上のすき間をあけてください。

次の場所には設置しないでください次の場所には設置しないでください

● 浴室など湿気の多い場所　● ホットカーペットの上

● 暖房器具のそば　　　　　● 布団の中

● 直射日光の当たる場所（変色する場合があります）

■設置について設置について

■設置の仕方設置の仕方

● 本体は凹凸のない平らなところに設置してください。

※お願い※お願い

　たたみや床を傷つけることがありますので、本体の下にマットなどを敷くことをおすすめします。

  （マットはすべらない物をご使用ください。）

■組み立て方組み立て方

● 背もたれを起こし、リモコンをひじ掛けのリモコン受け部に

セットしてください。（マグネットの力でくっつきます。）

● 背もたれを起こした後、背下カバーを座の下に面ファスナー

で取付ける。
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マッサージチェアマッサージチェア

マッサージチェアマッサージチェア

マッサージチェアマッサージチェア

■インナーパッドのインナーパッドの取りはずし取りはずし方

ご使用前の準備ご使用前の準備

１．背パッド上部の帯下のファスナーをあけてください。

２．ファスナー内のインナーパッド上部の面ファスナー

をはずし、インナーパッドを引き出してください。

３．ファスナーを閉めてください。

● 背中のファスナーをはずして、インナーパッドを出し背中のファスナーをはずして、インナーパッドを出し

入れすることで、マッサージの強弱が調整できます。入れすることで、マッサージの強弱が調整できます。

取り外しかた取り外しかた

ファスナー

面ファスナー

インナーパッド

帯

取りつけかた取りつけかた

１．インナーパッドの下側を持って、そのままファスナー

内の奥へ押し込んでください。

２．インナーパッドをすべて押し込んだあと、ファスナー

内側の面ファスナーにインナーパッド上部の面ファスナー

を取り付けて、ファスナーを閉めてください。

● ご使用時は、必ずご使用時は、必ず背パッドのファスナー背パッドのファスナーを閉めて閉めて

ください。ください。

インナーパッド

面ファスナー

帯
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注 意注 意

接続してはいけないところ接続してはいけないところ

■リクライニングリクライニング

リクライニング角度は床面に対して約112°から約148°の間で調節できます。

● 背もたれを倒す場合背もたれを倒す場合

リクライニングレバーを引き上げながら、ご自身の力

で背もたれを押してください。

お好みの角度でリクライニングレバーを離すと背もたれ

が固定されます。

● 背もたれを起こす場合背もたれを起こす場合

体を浮かせて、リクライニングレバーを引き上げてくだ

さい。背もたれが起き上がります。

■チャイルドロックについてチャイルドロックについて

小さなお子さまの事故やけがを防止します。

「閉」にすることで、電源スイッチが「OFF」で固定

されます。

「開」から「閉」には、電源スイッチを「OFF」にし

て操作してください。

アースを確実に取り付ける。アースを確実に取り付ける。

アース線を取り付けないと漏電のときアース線を取り付けないと漏電のとき

感電することがあります。アースの取感電することがあります。アースの取

り付けは、ご購入先に相談すること。り付けは、ご購入先に相談すること。

ガス管・・・爆発や引火の危険があります。ガス管・・・爆発や引火の危険があります。

電話線や避雷針・・・落雷のとき危険です。電話線や避雷針・・・落雷のとき危険です。

水道管・・・途中がプラスチックの場合は水道管・・・途中がプラスチックの場合は

アースになりません。アースになりません。

■アースについてアースについて

● ご購入先・電気工事店に相談し、アース工事

 （D種〈第3種〉接地工事・有料）をしてください。

● アース線を本体のア－ス端子ネジと電源コンセント

  のアース端子に取り付けてください。

 （アース線は付属していません）

電源コンセントにアース端子がある場合電源コンセントにアース端子がある場合

電源コンセントにアース端子がない場電源コンセントにアース端子がない場合

アース線

アース端子ネジ

リクライニングレバー

チャイルドロック

マッサージチェアマッサージチェア

マッサージチェアマッサージチェア

マッサージチェアマッサージチェア



操作のしか操作のしかた

おこのみ選択おこのみ選択

● 電源を入れる電源を入れる

・電源プラグを差し込む前に、電源スイッチが「OFF」になっていることを確認してください。

・電源プラグを正確にコンセントに差し込んでください。

・チャイルドロックを「開」にしてください。

・電源スイッチを「ON」にしてください。

→ リモコンの電源ランプが点灯します。

1.おこのみ選択ボタンを押してください。

→ 選択された動作のランプが点灯します。

■ご使用の手順ご使用の手順

● マッサージ動作を選ぶマッサージ動作を選ぶ

単独動作は単独動作は、　 ・　　・　　・　　・

複合動作は複合動作は、　  +　　 ・　    +

                  　  +　　 ・　    +　　　 

                  　  +　　 ・　    +　　　 

それぞれのボタンを用いて、マッサージを

行うことができます。

[もみ][もみ]

4つのもみ玉が身体をつかんでしっかりと

もみほぐします。

[ゆらぎ][ゆらぎ]

もみ玉が平行に動くことで、体を押しながら

揺らすようにもみます。

[たたき][たたき]

もみ玉の軽快な動きで、リズミカルにマッサージ

します。

[背すじ伸ばし][背すじ伸ばし]

肩から腰まで約52cm背すじをマッサージ

します。全身（約52cm間）と部分（約10cm間）

マッサージを選択できます。

注 意注 意

使用中使用中、身体の痛みやしび身体の痛みやしびれ、めまいめまい、動悸などの異常を感じたときは動悸などの異常を感じたときは

直ちに使用を中止すること直ちに使用を中止すること。警 告警 告

使用時の健康状態など、必ず本取扱説明書の注意事項を守ること。使用時の健康状態など、必ず本取扱説明書の注意事項を守ること。

使い使い方

停止ボタン

［リモコン］［リモコン］

電源ランプ

自動コース
ボタン

終了ボタン

おこのみ選択
ボタン

上下調節
ボタン
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マッサージチェアマッサージチェア



自動コース自動コース

・あらかじめ設定されたもみ、ゆらぎ、たたき、

背すじ伸ばしの4つの動きで効果的にマッサージ

します。

1.  　 ・　 ・　  を押してコースを選択して

ください。

ほぐしコースほぐしコース

[もみ][もみ]・[ゆらぎ][ゆらぎ]・[たたき][たたき]・[背すじ伸ばし][背すじ伸ばし]の

動作を組み合わせて、全身をしっかりもみほぐ

します。

リフレッシュコースリフレッシュコース

全身すっきりとマッサージします。

やすらぎコースやすらぎコース

全身ゆったりとマッサージします。

2.マッサージを止めたいときは、　又は　　を

押してください。

　 ボタンで、もみ玉が最上部へ移動して動作が停止します。

　 ボタンでは、その場で停止します。

● 背もたれを倒すことで刺激を強く感じ、背もた背もたれを倒すことで刺激を強く感じ、背もた

れを起こすことで刺激が弱く感じられます。れを起こすことで刺激が弱く感じられます。

● 刺激刺激の強さの強さは、インナーパッドを入れたり、タオルは、インナーパッドを入れたり、タオル

などをあてがい、もみ玉の感触を調節してください。などをあてがい、もみ玉の感触を調節してください。

※通常はインナーパッドをご使用ください。※通常はインナーパッドをご使用ください。

● もみ玉が適切な位置に当たらないときは、身体もみ玉が適切な位置に当たらないときは、身体

をずらして調節してください。をずらして調節してください。

停止ボタン

［リモコン］［リモコン］

電源ランプ

自動コース
ボタン

終了ボタン

おこのみ選択
ボタン

上下調節
ボタン

・電源スイッチをOＦＦにしてください。

→ リモコンの電源ランプが消灯します。

・電源プラグをコンセントから抜いてください。

● 電源を切る電源を切る

● 動作開始から約15分で自動的に停止します 動作開始から約15分で自動的に停止します

※使用途中に停止する場合は、　又は　　を

押してください。

使用中以外は、電源プラグをコンセントから抜く。使用中以外は、電源プラグをコンセントから抜く。

また、ぬれた手で抜き差ししない。また、ぬれた手で抜き差ししない。

注 意注 意
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2.　　 以外の動作ボタンをお選びの場合は、

上下調節上下調節　　　を押してもみ玉の高さを調節

してください。

上下調節上下調節　  を押している間、もみ玉が下へ

移動します。下限まで下がると止まります。

上下調節上下調節　  を押している間、もみ玉が上へ

移動します。上限まで上がると止まります。

3.マッサージを止めたいときは、　又は　　を

押してください。

　 ボタンで、もみ玉が最上部へ移動して動作が停止します。

　 ボタンでは、その場で停止します。

つづくつづく



電源ランプ

動作ランプ

停止ボタン

スタート・選択ボタン
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操作のしか操作のしかた

● 電源を入れる電源を入れる

・電源プラグを差し込む前に、電源スイッチがOFF

　になっていることを確認してください。

・電源プラグを正確にコンセントに差し込んでください。

・電源スイッチをONにしてください。

→ 操作パネルの電源ランプが点灯します。

・足を入れてください。

・電源スイッチをOＦＦにしてください。

→ 操作パネルの電源ランプが消灯します。

・電源プラグをコンセントから抜いてください。

● 電源を切る電源を切る

● マッサージ動作を選ぶマッサージ動作を選ぶ

● 動作開始から約15分で自動的に停止します 動作開始から約15分で自動的に停止します

・スタート／選択ボタンを押してください。

押すごとに[自動コース（速）][自動コース（速）]→[自動コース（遅）][自動コース（遅）]→[連続][連続]→[[停止停止]の順に切り替わります。

［ 自動コース ］［ 自動コース ］

［連続連続もみ運動］［しぼりあげ運動］［静止］もみ運動］［しぼりあげ運動］［静止］を自動設定で動作します。

→ 選択したコースの動作ランプが点灯します。

 　自動コース（速）→ 少し速めのコース

 　自動コース（遅）→ 少し遅めのコース

［ 連続 ］［ 連続 ］

［もみ運動］［もみ運動］を一定の速度で動作します。

→［連続］の動作ランプが点灯します。

※使用途中に停止する場合は、［停止］［停止］ボタンを押してください。

使用中使用中、身体の痛みやしび身体の痛みやしびれ、めまいめまい、動悸など動悸など

の異常を感じたときは直ちに使用を中止する。の異常を感じたときは直ちに使用を中止する。

キャスター付きの椅子や回転椅子などでキャスター付きの椅子や回転椅子などで

使用しない。使用しない。

警 告警 告

使用中以外は、電源プラグをコンセントから抜く。使用中以外は、電源プラグをコンセントから抜く。

また、ぬれた手で抜き差ししない。また、ぬれた手で抜き差ししない。

注 意注 意

本機が動作中に本機が動作中に脚を入れたり、抜いたりしない。を入れたり、抜いたりしない。

注 意注 意

使用時の健康状態など、必ず本取扱説明書の使用時の健康状態など、必ず本取扱説明書の

注意事項を守る。注意事項を守る。

脚を本体部に入れたまま、立ち上がらない。脚を本体部に入れたまま、立ち上がらない。

注 意注 意

［操作パネル］［操作パネル］

脚部オットマン脚部オットマン

使い使い方





しばらく使用しなかった場合、もう一度しばらく使用しなかった場合、もう一度

取扱説明書をよく読み、機器が正常に動作取扱説明書をよく読み、機器が正常に動作

することを確認してから使用する。することを確認してから使用する。

注 意注 意

畳やフローリングなど傷つきやすい床の上畳やフローリングなど傷つきやすい床の上

で移動させる場合は、マットなどを敷いてで移動させる場合は、マットなどを敷いて

から移動させてください。から移動させてください。

注 意注 意

1616

お手入れ・保管お手入れ・保管

日常のお手入れを定期的に行ってください。
● 本体本体

レザー部分のお手入れは、中性洗剤を含ませ硬くしぼった布でふいた後、水を含ませ硬くしぼった布でふきとり、

乾いた布でふいて自然乾燥させてください。（中性洗剤を使いすぎると、レザー地をいためることがあります。）

塗装部分は乾いた布でふいてください。

● 布カバ布カバー（本体背部・脚部オットマン）（本体背部・脚部オットマン）

ブラシをかけた後、中性洗剤を浸した布を硬くしぼり、汚れをふいた後、乾いた布で洗剤が残らないように

ふきとってください。

● リモコリモコン

乾いた布で拭いてください。

１．電源プラグをコンセントから抜き、アース線

（マッサージチェア）を取り外してください。

２．右肘掛け裏側にあるストッパーを引き、背もたれ

（マッサージチェア）を前に倒してください。

３．汚れやほこりをとった後、湿気の少ない所に保管

してください。

※カビやシミの原因になります。※カビやシミの原因になります。

４．直射日光が当たる所、ストーブなどの近くで直接

高温になる所はさけてください。

※樹脂部・レザー部の変色・変質の恐れがあります。樹脂部・レザー部の変色・変質の恐れがあります。

５．しばらくご使用にならないときはカバーなどをかけ、

ホコリがつかないようにしてください。

１．背もたれを起こしてください

２．背もたれ側を押し下げながら本体の前面を浮かし、

移動したい方向に歩けば、簡単に移動できます。

■お手入れについてお手入れについて

■保管について保管について

■移動させるには■移動させるには

ストッパー

引く

マッサージチェアマッサージチェア

脚部オットマン脚部オットマン

角度調節レバー

スタンド

● 角度調節レバーをロックし、本体スタンド部を両手で持ち

運んでください。

持ち運ぶときは両手で持って運ぶ。また、持ち運ぶときは両手で持って運ぶ。また、

角度調節レバーは必ずロックする。角度調節レバーは必ずロックする。

注 意注 意
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機器に故障が発見された場合機器に故障が発見された場合

■故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら

症　　　　　状 原　　　　　因 対　処　方　法

●もみ玉と布がすれる音

●布地とその他がすれる音

●マッサージ動作時のモーター音

●動作しない

●連続使用後にマッサージが止まる
（リモコンランプは点灯している）

◆構造上のもので機能等に影響ありません

◆電源プラグが抜けていませんか

◆本体電源スイッチが切れていませんか

◆オートタイマーが働き、停止状態になって

いませんか

電源プラグが抜けていないか、本体電源スイッチ

が切れていないか、またはオートタイマーが働い

ていないか確認する

本体を２時間程度休ませてから再度動作を確認する

●動作せず、リモコンからピッ、

ピッ、と連続音がする

●動作せず、リモコンのランプが

点滅する

◆外来雑音による誤動作が考えられます

電源プラグが抜けていないか、本体電源スイッチ

が切れていないか、またはオートタイマーが働い

ていないか確認する

本体を２時間程度休ませてから再度動作を確認する

電源スイッチを入れなおしてください

◆モーターの温度上昇のため、安全装置が

働いています

●もみ玉が止まる 本体を２時間程度休ませてから再度動作を確認する◆無理な力がかかっていませんか

下記「※安全装置について」※安全装置について」を参照

●たたきを使用すると、背パッド

　が暖かくなる

◆構造上のもので機能等に影響ありません

故障かな？と思ったら、この章をご覧になり次のことをお確かめください。

マッサージチェアマッサージチェア

脚部オットマン脚部オットマン

※安全装置について安全装置について

もみ玉に無理な力がかかると安全装置が働き、動作が止まることがあります。そのときは一度電源を切り、

少し置いてから再度電源スイッチを入れてください。

故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら

ただちに使用を中止し、電源を切り『ご購入先』または

『お客様相談窓口』に点検、修理を依頼してください。

症　　　　　状 原　　　　　因 対　　処　　方　　法

●布カバーとその他がすれる音、

マッサージ動作時のモーター音

●動作しない

●連続使用後にマッサージが止まる

◆構造上のもので機能等に影響ありません

◆電源プラグが抜けていませんか

◆本体電源スイッチが切れていませんか

◆オートタイマーが働き、停止状態になって

いませんか

◆モーターの温度上昇のため、安全装置が

働いています
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MEMOMEMO




	裏表紙
	表紙
	P02.pdf
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19



